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れ
を
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
千
葉
氏
の
旗
下
に

あ
っ
た
大
菅
豊
後
守
正
氏
が
築

い
た
の
が
浦
部
の
 龍
崖
城
 。

り
ゅ
う
が
い
じ
ょ
う

城
址
の
西
北
に
は
妙
見
神
社
が

祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
正
氏
の

家
臣
の
後
裔
に
当
た
る
の
が
中

村
家
一
族
で
あ
り
、
鳥
オ
ビ

シ
ャ
を
後
継
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
　
日
、
前
夜
に
作
っ
た
鳥
に

22
墨
で
目
を
描
き
、
金
粉
を
塗
っ

て
米
俵
を
模
し
た
台
座
に
刺
し

た
竹
や
梅
の
枝
に
飾
り
付
け
る
。

こ
の
鳥
山
を
各
家
の
主
は
供
ヤ

ド
僑
と
呼
ば
れ
る
祭
り
の
当
番

の
枝
や
竹
に
飾
っ
た
「
鳥
山
」
と

い
わ
れ
る
も
の
を
作
る
。
こ
の
鳥

山
作
り
が
　
日
の
夜
か
ら
始
ま
る
。
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一
族
の
各
家
庭
で
は
家
族
と
親

類
縁
者
総
出
で
取
り
掛
か
る
が
、

中
村
一
族
の
本
家
筋
に
当
た
る
中

村
孝
氏
に
よ
る
と
「
一
族
の
者
が

顔
を
合
わ
せ
、
力
を
合
わ
せ
て
行

う
こ
の
作
業
は
、
絆
が
一
段
と
深

ま
る
時
」
と
い
う
。

　
妙
見
神
社
・
鳥
オ
ビ
シ
ャ
の
歴

史
は
古
い
。
妙
見
信
仰
は
北
極
星

を
神
格
化
し
た
も
の
と
さ
れ
、
中

世
期
に
は
房
総
一
帯
を
治
め
た
千

葉
氏
ら
武
士
の
間
で
弓
矢
の
神
と

し
て
崇
拝
さ
れ
た
。
千
葉
氏
は
こ

 浦
部
に
伝
わ
る
伝
統
行
事

　
妙
見
神
社
の
「
鳥
オ
ビ
シ
ャ
」

広報レポーター： 岡田   芳文 （平賀）
おかだ よしふみ

▲しん粉餅で作ら
れた美しい「鳥」

　
房
総
の
正
月
の
祭
り
・
行
事
と

い
え
ば
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
「
 筒
粥
 

つ
つ
が
ゆ

神
事
」
が
代
表
的
な
も
の
だ
が
、

わ
が
印
西
市
に
も
「
鳥
オ
ビ

シ
ャ
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事

が
あ
る
。
浦
部
地
区
の
中
村
一
族

九
軒
の
氏
子
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る

妙
見
神
社
の
祭
礼
だ
。
今
年
も
小

正
月
に
な
る
2
月
　
日
夜
か
ら
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日
の
午
後
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。

　「
オ
ビ
シ
ャ
（
御
奉
射
と
書

く
）」
は
弓
矢
で
的
を
射
て
、
そ
の

年
の
農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
行
事

で
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
特
に
鎌
倉
の
 流
鏑
馬
 が
有
名
だ

や
ぶ
さ
め

が
、
浦
部
で
は
弓
を
射
る
代
わ
り

に
、
し
ん
粉
餅
で
作
っ
た
鳥
を
梅

の
家
に
持
ち
寄
り
、
床
の
間
に
飾

り
つ
け
る
。
太
鼓
の
音
頭
で
観
音

経
の
読
誦
、
神
官
に
よ
る
神
事
の

後
、
祭
り
は
佳
境
に
。
茶
め
し
、

白
和
え
な
ど
精
進
料
理
で
直
会

（
食
事
会
）
を
は
り
、
同
時
に
「
奉

納
妙
見
大
菩
薩
」
と
大
書
さ
れ
た

 幟
 が
立
つ
妙
見
神
社
に
参
詣
。

の
ぼ
り

　
参
拝
者
に
は
、
お
神
酒
と
精
進

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
悪
魔
払
い

と
農
耕
の
安
穏
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
た
鳥
山
の
鳥
が
配
ら
れ
、
祭
り

は
終
焉
を
迎
え
る
。

　
な
お
、
妙
見
神
社
の
御
手
洗
所

と
さ
れ
る
「
月
影
の
井
」（
鎌
倉

「
星
影
の
井
」、
福
島
二
本
松
「
日

影
の
井
」
と
共
に
「
日
本
三
井
」

と
伝
え
ら
れ
る
）
も
中
村
一
族
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
浦
部
の
地
に
残
る
こ
の
「
鳥
オ

ビ
シ
ャ
」
に
、
古
き
良
き
日
本
の

素
朴
さ
を
感
じ
た
二
日
間
だ
っ
た
。

22日の朝、鳥山を飾る
中村孝氏（右）と同日行
われた神事の様子（上）

21日の深夜まで親戚総出での鳥作21日の深夜まで親戚総出での鳥作りり

平成２４年（２０１２）３月１５日号（６）

根
菜
は
土
に
埋
め
て
菜
は
干
し
て
雪
の
ふ
る
さ
と
冬
籠
り
す
る

木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

皆
と
来
て
帝
釈
天
の
仏
像
を
 束
子
 に
て
洗
ふ
雨
に
ぬ
れ
つ
つ

た
は
し

内
　
野
　
　
　
岡
田
　
恒
子

小
学
校
三
年
生
の
授
業
に
て
子
等
が
我
が
家
の
畑
見
学
す

別
　
所
　
　
　
熱
田
　
克
子

ゆ
れ
動
く
大
地
に
春
の
気
配
あ
り
草
木
の
新
芽
に
伸
び
ゆ
く
日
脚
に

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

氷
雨
あ
が
り
色
な
き
 木
末
 日
を
う
け
て
湛
ふ
る
露
の
玉
の
か
が
や
く

こ
ぬ
れ

　
原
　
　
　
　
　
野
村
　
と
く

花
摘
み
て
房
総
の
春
抱
え
込
み

高
　
花
　
　
　
尾
張
フ
ミ
子

街
道
に
 旧
 る
道
し
る
べ
春
の
雪

ふ

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

大
梁
や
屋
根
の
 深
雪
 に
耐
え
て
お
り

み
ゆ
き

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

華
や
ぐ
は
小
さ
き
雛
の
力
か
な

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

日
向
ぼ
こ
手
押
し
車
に
腰
か
け
て

高
　
花
　
　
　
藤
本
　
信
子

掲載情報は2月29日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

臼千葉商科大学付属高校制服渦男子ランドセル嘘エレクトーン唄衣類乾燥機欝
買い物カート（ヘルスバック）蔚コンビのニンナナンナ鰻マタニティー服姥水盤
厩冷凍冷蔵庫浦オートマティクゲート瓜液晶テレビの台。

臼きかり幼稚園制服、体操着渦天神幼稚園制服嘘犬用乳母車唄もとの幼稚園制服（男
子）欝しおん幼稚園制服蔚ＭＤウォークマン鰻ベビーカー姥リカちゃん人形厩補聴
器。

　
印
西
市
観
光
情
報
館
は
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店

の
1
階
に
あ
り
、
年
中
無
休
で
午

前
　
時
～
午
後
6
時
ま
で
の
開
館

10

で
す
。「
N
P
O
法
人
印
西
市

観
光
協
会
」
が
運
営
し
て
お
り
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
や

地
元
産
品
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
取
材
当
日
、
担
当
の
船
戸
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
開
設
は
2
年
前
で
、
B
I
G

H
O
P
か
ら
移
転
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
平
均
2
街
0
0

0
人
／
年
間
の
集
客
が
あ
り
ま

す
。
　
入
り
口
左
手
に
は
水
郷
め
ぐ

り
の
チ
ラ
シ
や
観
光
マ
ッ
プ
な

ど
の
ご
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

置
か
れ
て
お
り
、
中
央
に
は
、

生
活
情
報
に
ま
つ
わ
る
広
報
や

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
時
刻
表
な
ど

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
右
手
に
は
地
元
産
品
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
中
で
も
人
気
が

あ
る
の
は
「
せ
ん
べ
い
」
で
す
。

「
せ
ん
べ
い
」
と
い
え
ば
、
今
年

の
１
月
に
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ

た
「
印
西
手
焼
き
せ
ん
べ
い
」

が
有
名
で
す
が
、
世
界
一
の
称

号
に
あ
や
か
り
た
い
の
か
、

飾
っ
て
あ
る
ギ
ネ
ス
記
録
の
認

定
証
を
拝
ん
で
い
く
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
正
面
奥
に
は
「
印
西
八
景
」

と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
の
ブ
ー
ス
に
は
、
散
歩

コ
ー
ス
の
地
図
が
置
い
て
あ
り

ま
し
た
。
船
戸
さ
ん
に
よ
る
と

「
年
間
で
オ
ス
ス
メ
は
、『
本
埜

白
鳥
コ
ー
ス
』『
結
縁
寺
の
彼

岸
花
9
日
コ
ー
ス
』
で
す
」
と

の
こ
と
。
特
に
冬
に
な
る
と
白

鳥
（
今
年
は
ソ
デ
グ
ロ
ヅ
ル
に

つ
い
て
も
）
の
問
い
合
わ
せ
が

多
く
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ま
か

ら
「
今
日
は
白
鳥
が
何
羽
来
て

い
た
よ
」、「
ソ
デ
グ
ロ
ヅ
ル
が

あ
そ
こ
で
見
ら
れ
た
よ
」
な
ど

と
、
情
報
を
頂
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
ほ
か
に
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
上
映
し
て
い
た
り
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
が
一
目
で
分
か
る
大
き
な

表
が
張
っ
て
あ
っ
た
り
と
、
印
西

市
の
観
光
名
所
や
見
ど
こ
ろ
を
分

か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
わ
た
し
も
印
西
市
で
河
津
桜
が

見
ら
れ
る
と
知
っ
て
驚
き
ま
し
た

し
、「
木
下
駅
 南
 
な
ん

 骨
董
 市
」
や
「
正

こ
っ
と
う

月
マ
ラ
ソ
ン
」
を
見
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

「
桜
ま
つ
り
」
や
「
コ
ス
モ
ス
里
山

ま
つ
り
」
な
ど
季
節
ご
と
の
催
し

物
も
面
白
い
で
す
し
、
年
末
の

「
う
ま
か
っ
ぺ
市
」
は
「
印
西
市
観

光
協
会
」
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
お
買
い
物
や
お
散

歩
つ
い
で
に
、
一
度
立
ち
寄
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
緯
／
胃

碓45 
5
3
0
0
）。

広報レポーター：
 中川   裕美子 （小倉台）
なかがわ ゆみこ 印西市観光情報館

市の名産品が一目瞭然
のケース（上）と噂の
ギネス記録認定書

▲豊富な観光情報が盛りだくさん
の「印西市観光情報館」


